
〇 近年、夏場の高温が拡大・長期化し、暑熱による家畜への影響が懸念。

〇 家畜共済のデータから、夏季（７-10月）の乳用牛・肉用牛の暑熱による被害状況を集計。
※家畜共済に加入している家畜頭数のみ集計していることなど、下の表に記載した数値は国内全ての暑熱被害を反映したものではないことに留意。

〇 猛暑の年ほど暑熱被害が多くなる傾向。

沖縄九州
中国・
四国

近畿東海北陸関東東北北海道全国

228817213914659226115531,200計
死亡・廃用
事故頭数
（頭）※３

115413811499481727246844乳用牛

11343425471154437356肉用牛

R7R6R5R4R3R2R1

9,92010,2337,0703,1412,4814,7473,188猛暑日観測地点数※１

77827461495242猛暑日観測日数※２

1,2001,5471,6451,1037571,388983計
死亡・廃用
事故頭数
（頭）※３

844 1,0711,157730500978779乳用牛

356476488373257410204肉用牛

資料：気象庁HP、家畜共済データ（畜産局企画課・経営局保険監理官調べ）
※１ 日中の最高気温35℃以上を観測した気象観測所の延べ数。
※２ 日中の最高気温35℃以上を観測した気象観測所が1以上となった日数。
※３ 家畜共済において、熱射病又は日射病を原因として死亡又は廃用事故となった頭数（R５、R６及びR７は暫定値）。

暑熱被害の傾向について

＜各年度における猛暑日観測日数・地点数と熱射病等による死亡・廃用事故頭数＞

＜地域別の熱射病等による死亡・廃用事故頭数（令和７年度）＞




